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Circular Dichroism （\CD）
Monde U:, Taniguchi T:, NaDahashi A:, FuDuFawa M:, 

Hashimoto M:, Miura N:

国内招待

2007年10月
札幌市
知的クラスターキックオフフォーラム
免疫、アレルギー評価系の確立をめざして
五十嵐靖之

2007年5月
赤穂市
アース製薬研究所講演
今年の学会、研究活動を振り返って
五十嵐靖之

2008年1月
大阪府
大阪大学蛋白質研究所セミナー
糖鎖修飾の大規模高速解析技術
西村紳一郎

2007年11月
札幌市
北海道札幌西高等学校　進路講演会
大学進学は大きな夢を実現するための第一歩である
西村紳一郎

2007年8月
神奈川県
日本応用糖質科学会平成19年度大会（第56回）
糖鎖研究からバイオ産業育成への挑戦
西村紳一郎

2007年7月
鹿児島
第73回 鹿児島大学ＶＢＬセミナー
硫酸化グリコサミノグリカン糖鎖の構造と機能
菅原一幸

2007年12月
横浜市
BMB2007（第30回日本分子生物学会年会・第80回日本生
化学会大会合同大会）
Proteoglycan Signaling in Brain Development

Sugahara U:, Li F:, Shetty A:, MiFumoto S:, Purushothaman A:, 

FuDuda 8 : ,  Mitsunaga C: ,  MiDami T: ,   Ui tagawa H: , 

ten Dam G: B:, van Uuppevelt T: H:

2008年1月
東京都
文部科学省　特定領域研究　「糖鎖によるタンパク質と分
子複合体の機能調節」（Functional Glycomics）研究成果公
開発表シンポジウム　第３の生命鎖：糖鎖の謎が今、解る
脳の発達におけるコンドロイチン硫酸／デルマタン硫酸
の機能：新規１本鎖抗体GD3G7に認識されるTおよびiTユ
ニットの重要な役割
菅原一幸
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2008年4月
つくば市
AISTシンポジウム『酵母糖鎖生物学とその応用』
C-termini of Alg13 and Alg14 proteins mediate formation of the 

active　EDP-N-acetylglucosamine transferase complex

高　暁冬

2007年11月
東京都
第9回東日本スクリプス会
生命分子機能学（塩野義）研究室－北海道大学における寄
附講座－の研究紹介
貞許礼子

2007年9月
名古屋市
第56回高分子討論会　第４回国際交流シンポジウム－海
外へはばたく女性研究者－
米国での２年間
貞許礼子

特許

特許出願     7件、PCT出願　3件
発明者：西村紳一郎　他

2007G11G19（特願2007-291424）
ムコ多糖分解促進剤
発明者：菅原一幸, 山田修平, 水本秀二

2007G2G1（特願2007-022552）
撥水性および撥油性表面を有する物品およびその製造法
発明者：辻井薫, 黒木一誠, 門出健次
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